
現場監督者・現場リーダーが、経営視点を持ち、
職場をけん引するスキルを有していることを認定するための資格です

CPF資格 とは？

・第一線監督者として 求められるマネジメントスキルを評価、
認定する資格制度です。
※全日本能率連盟資格登録第123号

・資格制度を通じて、経営の視点から広く第一線監督者
の役割を認識し、グローバルに通用する高いレベルの
第一線監督者の育成に寄与することをねらいとしています。

～生産・製造現場の主任・リーダー、職長クラスのための資格試験～

第一線監督者マネジメントスキル認定資格のご案内

受験者・合格者の推移

これまで100社以上,3,400名以上
の方に受験いただいています！

CPF公式ガイド 第一線監督者マネジメントガイド

知識ガイド
B5判 約287頁

アドバンスガイド
B5判 約106頁

スキルスタンダード
B5判 約37頁

はじめに 第一線監督者の役割の認識
第１部
「Ｑ（品質）Ｃ（コスト）Ｄ（納期）Ｓ（安全）
Ｅ（環境）」を通じた職場目標の達成と全体管理
1.変化に対応できる作業管理・工程管理の進め方
2.不良ゼロを実現する品質管理の進め方
3.コスト革新を実現する生産性向上活動
4.事故ゼロを実現する安全管理の進め方
5.環境負荷低減のための環境管理の進め方
第２部
規律ある職場づくりと部下育成
1.職場ルールの順守と習慣化
2.訓練指導・技能伝承
3.リーダーとしての職場管理
4.全員参画の職場づくり
5.改善活動の効用

第３部
工場経営の理解と職場の生産技術・
生産管理高度化への対応
1.工場経営と職場改善の関係の理解
2.診断技術による潜在的課題発掘と
改善基本構想の策定

3.職場の高度化活動への対応
4.管理業務の効率化（間接業務のスリム化）

94 項目
第一線監督者として必要とされるスキルを業務ごと
に分類し、Level.1～4の４段階に定義。
各スキルの自己レベルをセルフチェックできます。
各スキルは、知識ガイド、アドバンスガイドに対応し
ています。

定価 19,800円/1セット（税込、送料込） ※税抜18,000円

特別価格：5セット以上のまとめ買い 18,700円/1セット（税込、送料込） ※税抜17,000円

第一線監督者とは

「現場の第一線にいて担当する職場の目標を設定し、与え
られた人・設備・材料を最大限に有効活用して、その目標を
達成するために、職場の一人ひとりを指導・監督するとともに、
職場の人間関係の調和を図る人」 を指します。



～お問い合わせ～

一般社団法人日本能率協会 資格制度事務局
TEL:03-3434-1410 ／ E-mail: seisan@jma.or.jp ／ https：//jma-cpe.jp 

こちらの特別QRコードから、
CPFガイドブックサンプル

＋
第一線監督者マネジメント用語集＆これからの第一線監督者の役割

が無料ダウンロードできます！！ こちらから↓

試験名 第一線監督者マネジメントスキル認定資格 試験概要

試験期間 年間を通して受験可

試験会場 日本を含む 180か国のテストセンター

想定する対象者
第一線監督者に関する 5 年以上の経験があり、
生産現場をマネジメントしていくうえで必要な基礎知識を有している方

受験資格 どなたでも受験可

試験範囲 CPF公式ガイド 「第一線監督者マネジメントガイド」 知識ガイド

受験料金
16,500円（税込） ／ 15,000円（税抜）
※団体受験（5名以上）の場合、15,400円（税込） ／14,000円（税抜）

試験方式 CBT方式（コンピュータによる試験）

問題形式
70問／90分 （アンケート時間を含む）
○ 択一問題、語彙選択問題

合格基準 530点以上（800点満点）

※（1）試験問題の配点、回答状況、解答は非公開です。お問合せいただいてもお応えできませんので、あらかじめご了承ください。
※（2）規定に違反して受験したことが判明した場合、受験が無効になりますのでご注意ください。
※（3）公式サイトに問題形式サンプルをご覧いただけます。CBT方式をイメージ頂くためのサンプルで、
実際の試験の形式と異なる場合がありますのでご注意ください。

＋

当パンフをご覧になられた方『限定』

資格取得までの流れ

https://event.jma.or.jp/cpf_allpresent2104

経験豊富な講師による

現場マネジメントが体系化されていきます。


